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					このサイトでは求職者と企業を結ぶお仕事としてキャリコンを目指したい方や、自身のキャリアアップのためにサポートを受けてみたいという求職者を対象に、基本的な情報や知識について解説するコンテンツを提供しています。
様々なカテゴリーで業界再編が相次いでいる中でグローバルな世界で活躍できる人材が求められている昨今、これらの情報を活かして隠れた才能を開花させたり、やりがいのあるお仕事を見つけるための一助になれば幸いです。
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					聞いたことはあるけどキャリコンって何？そんなキャリコンの基礎知識を分かりやすく解説

					キャリコンとはキャリアコンサルタントの略で、相談者に対して単に就職の斡旋をするだけではなく、ライフスタイルや将来のライフイベントを見据えた人生設計も踏まえてキャリアアップの目標を達成するまでのプランを提案します。
カウンセリングを実施して相談者の職歴やスキル、本人の希望などから最も相応しい求人情報とのマッチングを行い、就職や転職をサポートするのを基本とし、終業後も様々な相談に乗るのもキャリコンの重要な役割です。


					

					キャリコンとはキャリアコンサルタントのこと

					最近キャリコンという言葉を耳にする機会が増えてきましたが、キャリコンとは「キャリアコンサルト」の略称です。
このキャリアコンサルタントは個人の能力・興味・価値観・特性を基にその人に適した職業の選択であったり、スキル活用の指南や能力開発の援助を行うといったキャリアに関するコンサルティングを行う専門家としての役割を持っています。

キャリアコンサルタントという職業は誰でも簡単になれるものではなく、国家試験に合格して名簿に登録されることで実際に名乗ることができるようになります。
これを名称独占資格と予備、守秘義務や信用失墜行為の禁止義務が課されるため、名称独占資格に違反してしまうと30万円以下の罰金に処されるため、資格を取得して他人のプライバシーをきちんと守る努力をすることが非常に重要となります。

この仕事が注目されるようになったのは、日本における終身雇用制度や年功序列、雇用慣行の崩壊による雇用環境の変化にあり、余暇や自分の時間を大切に考える傾向や多様化する働き方など、個人がキャリアを形成する時代になったことで必要性が高まったためです。


					

					キャリコンが求められている業種とは？

					キャリコンは様々な業種で活躍しており、その能力はいろいろな場面で必要となるものです。
人材派遣会社では適材適所の人材配置をする上では重要な存在であり、その能力の高い人が揃っているところは就職を希望する人からも人気が高く、この会社を経営する上で重要な存在となることが少なくありません。

キャリコンは一般の企業でも重要な役割を担うことが多くなっており、近年では社員の希望や能力を生かして効率的な事業を運営し、企業活動を行おうとするところが増えています。
社員の適性を判断し最適な職場に配置する適材適所の考え方が重要視されるようになっており、これまでのように入社してから仕事のスキルを教育すると言う風潮は非常に薄れているのが実態です。
多くの企業が即戦力を求めていることから、中途採用等の減少も強くなっており、これらの人材の才能を見抜いて最適な仕事を見つけることができるキャリコンは、非常に重要な存在となっています。


					

					キャリコンの平均的な年収はどれくらい？

					独立行政法人労働政策研究・研修機構が2017年に実施した調査によると、キャリコンの年収は200～400万円未満が最も多く全体の33.2％を占めており、次いで400～600万円未満が21.5％という結果でした。
また、キャリコンの収入は職場や就労状況によって大きな差があります。
同調査によると、企業においては400～600万円未満、600～800万円未満、800万円以上が多かったものの、それ以外の職場では200万円未満、200～400万円未満が多いという結果が出ています。
これは、ハローワークなどの需給調整機関や学校などの教育機関などで働いている方の多くが、非正規社員であるためだと考えられます。

このように、キャリコンの資格を取得したからと言っても必ずしも高収入が期待できるわけではありませんが、企業に就職して正社員として働けば比較的高い収入を得ることが可能です。
実際に1,000万円を超える収入を得ている方も少なくないので、実力次第では大きく稼ぐことができるでしょう。


					

					キャリコンには様々なメリットがある

					キャリアコンサルタントは有名な国家資格で、キャリコンとも呼ばれてます。
業務内容は求職者や在職者など、仕事を求めている人に職業選択と能力開発に関するアドバイスです。
現在有能な専門職として、職業能力開発促進法の中にキャリアコンサルタントが規定されています。
国家資格なので、資格を有するには学科と講習の他に実技試験が必須です。
主にキャリアコンサルティングを行うプロなので、メリットとしてハローワークや教育機関などの分野で活躍できます。
キャリコンのメリットは他にもあり、それは人の役に立つという生きがいです。
他人の職業選択に携わるという重要な仕事なので、やりがいにつながります。
キャリアコンサルタントの各種試験には、受験要件があるので注意が必要です。
まず厚生労働大臣認定の学科講習の課程を修了します。
さらに職業選択や職業生活プランの相談に、3年以上の経験が必要です。

その他、技能検定キャリコンの学科試験もしくは実技に合格した者も受験ができます。


                    
                    

					キャリコンにはデメリットもあるので注意

					転職や就職のサポートを主な仕事をする、キャリアコンサルタントのデメリットの一つに資格の取得の難しさがあります。
キャリコンは国家資格に分類されているため、知識が無い状態から独学で取得をするのは難しいのが実情です。
養成講座などの受講で専門知識を学んでいかなくてはいけないため、費用と時間が掛かります。
費用の内訳は、養成講座の受講で40万円前後、受験費用に4万円弱、合格後の名簿登録費用が2万弱です。
試験が不合格となった場合、受験に再度4万円弱のお金が掛かることになります。
ストレート合格でもトータルで50万円弱と仕事に就くまでに多額な費用が掛かる点は、キャリコンならではの悩みの一つです。
キャリアコンサルタントの資格は、継続して所有するために5年ごとの更新講習を受けなくてはいけません。
知識8時間以上、実技30時間以上の講習を決められた期間までに受けなければ、資格は失効扱いです。
仕事の合間を縫って受講する手間もデメリットと言えます。


					

					キャリコンは人気の職業となっている

					キャリコンは2016年に国家試験になったことで、かなり人気が高くなっている仕事です。
学生や求職者、現在働いているが転職を検討している人の相談や助言をする仕事になります。
働き方改革や日本型雇用の崩壊で労働環境がかなり変化していることが要因となり、キャリコンのニーズが増しています。

テレワークやフレックスタイムなど自分のペースで働くことができることも魅力です。
ただ、キャリコンは人のために動くことができない人には合わない仕事だと言えます。
相手の話してることに共感できて、それを基に適切なアドバイスをしていかなければいけません。
過去に仕事に関する悩みを持っていたことがある人におすすめです。
相談者の悩みに共感することができますし、相談者も心を開いて話してくれます。
また、日々努力を続けてスキルアップができる人が適しています。
資格を取得したら終わりではなく、キャリコンとして働き始めた後が重要です。
勉強や情報収集をしてスキル向上ができないと厳しいです。



					

					キャリコンは経済成長にも大きく関係している

					日本国内では実態数以上の潜在的な労働力が存在していると言われており、その人材を有効活用することが求められていましたが、なかなか改善が見込めない時期がありました。
その背景にあるのは労働者が希望する職を見つけられなかったり、自身のスキルを見い出せずに企業の目に留まらないなどのミスマッチが散見されていたことでした。
そこでキャリコンが双方の間に入り労働者と企業をマッチングさせることで、これまで眠っていた労働力の有効活用ができるようになりました。
自身が希望する職種に固執していた結果、就労が思うようにできない場合でも、キャリコンがカウンセリングや適正テストを行うなどして潜在的なスキルに気づかせ、向いている仕事を紹介して成功へと導いた事例も増えています。
このように全く活用されてこなかった労働力をキャリコンが表舞台へと連れ出して採用した企業の生産性を高めることに成功し、日本の経済成長に多大な貢献を果たしています。



					

					キャリコンに関する法律を見ていこう

					キャリアコンサルタントという職業が人気となっており、いまでは若い方の間でキャリコンという名称で親しまれています。
まだこの資格が誕生して10年程度ですが、多くの方がキャリコンの力を借りて新しい業務に従事をされるようになりました。
簡単にキャリコンの概要を見ていくと、人材派遣業に分類をされている資格です。
そのため、この業務で適用をされるのは、労働派遣法です。
法律に則った業務を推し進めるのが大切で、それはどの職業でも同様です。
まずキャリコンは個人情報を取り扱うため、秘匿義務が課せられるのがポイントになります。
法律の中でも労働派遣業は基礎を構築しており、手に入れた利用者の履歴書の管理は徹底しないといけません。
そしてキャリアコンサルタントの業務でもっとも重視をすることが、賃金に関する契約です。
必ず利用者と斡旋先の合意を得てから署名・捺印をすることになるため、法規でこの点の詳細も押さえておくことが必要です。



					

					キャリコンのこれからの可能性とは？

					これからキャリコンとして働こうと考えている方が多くいると思われます。
2016年に国家資格になり、これからも可能性が大いにある仕事だと評価できます。
学生や求職者だけでなく、転職者によっても欠かせない存在です。
相談者の話を聞いて、それに応じて適切なアドバイスをする仕事になります。
キャリコンで活躍していくためには、コミュニケーション能力やカウンセリングのスキルも必要です。
キャリアに関するアドバイスは専門的な知識を持っていればできるわけではなく、相談者の話をしっかり聞かないと行うことができません。
キャリコンは仕事で悩んだ経験がある方におすすめです。
仕事で悩んだことがある方は相談者の悩みに共感できますし、自分の経験をもとにしたアドバイスをすることができます。
説得力がありますし、何をしなければいけないのかについてのリアルな意見を伝えることができるのは大きな武器になるはずです。
相談者に信頼してもらえることも大事です。


                    
                    

					収入アップを目指して受けるキャリコンの国家資格試験

					収入アップを目指して、キャリコンの国家資格試験を受ける人が増えています。
キャリコンとはキャリアコンサルタントの略で、専門職に含まれます。
日本社会も急速に変化し、多様な働き方が注目されています。
キャリアコンサルタントは国家資格で、企業だけでなく教育機関や就業支援機関など幅広い分野で求められる専門家です。
キャリアコンサルティングでは、仕事を見つけるだけでなく個人のキャリア開発を支援します。
相談者に寄り添って、相手の悩みや希望を丁寧に聞き取って対処します。
キャリコンの国家試験は、学科試験と実技試験で構成されています。
学科試験ではキャリアコンサルタントに必要な専門知識が問われ、実技試験ではカウンセリングのスキルが問われます。
国家資格を取得すると、活躍するフィールドが広がります。
企業では、人事や教育など従業員の能力を開発する部門で働けます。
人材派遣会社で活躍するキャリコンも多く、転職希望者と求人企業の間に立って適切なマッチングを行います。

					

					セルフブランディングについてキャリコンに相談するのがおすすめです

					キャリコンとはキャリアコンサルタントのことで、労働者一人ひとりが最適な環境で自分らしく働くのを支援するための国家資格です。労働者が自分らしく働ける環境を手に入れるにはセルフブランディングが重要になります。企業に必要な人材と思わせることができれば高い確率で採用されます。多くの労働者は自分自身のスキルに不安を抱えており、実力より低く評価する傾向があります。反対に能力の低い労働者ほど自分を高く評価する傾向があり多くの企業を悩ませています。労働者が自分自身の価値を正しく把握して企業にアピールするにはキャリコンのサポートを受けるのが効果的です。自分自身を必要以上に高く見せるのではなく、適切に評価して企業にとって役立つ人材と思わせる必要があります。優秀な人材が積極的に自分をアピールすれば企業にも大きな利益をもたらします。自分に合った環境を手に入れたいと考える人たちの多くが、キャリコンのサポートを受けてセルフブランディングを行っています。

					

					キャリコンは高いマッチング率で優秀な人材を確保

					キャリコンでは優秀な人材を求めている企業とお仕事を探している人材を結び、双方にとって利益になるマッチングを目指します。公式ウェブサイトを利用して自ら求人情報を探せるのをはじめ、担当のコンサルタントが本人の希望を聞き、それを叶えるための求人を探してくれるほか、オファーをした企業があれば通知が届くこともあります。自身で見つけられなかった場合でもコンサルタントがそれぞれの特性を見抜き、求人を称してもらい、自分自身さえ気づかなかった特性を見出すこともあります。適正テストが実施され、自己評価ができるのに加えてキャリコンが求人を利用者に紹介する際には貴重なデータになります。そんなキャリコンではマッチング率が重要で、エントリーをしたり企業と利用者がコンタクトするだけではなく、採用まで至ってお仕事を始めるまでがゴールです。この確率が高いほど優秀なキャリコンであり、相談すればキャリアアップの可能性を大いに広げてくれます。

					

					教育機関でも求められているキャリコンについて

					キャリコンは労働者が最適な環境で自分らしく働くことができるようにサポートするための国家資格です。労働者がキャリアを形成するために様々なサポートを行うため、教育機関でも必要とされています。学生も学校を卒業すれば労働者になるので、早いうちからキャリア形成について考える必要があります。しかし学校の教員は外部の世界を知らないのが通常であり、学生のキャリア形成について適切な指導を行うことができません。教員だけに任せていると誤った方向に進んでしまうことがあります。教育機関においてキャリア形成に関する指導を適切に行うためにも、キャリコンが重要な存在となっています。自分が何をしたいのか分からないまま日常生活を送っているという学生も多く見られます。具体的な目標がないまま学生生活を送っていても時間を無駄にしてしまいます。キャリコンのサポートを受ければ、貴重な時間を無駄にせず学生たちが将来の具体的な目標を持つことができます。

					

					キャリコンとして働くには登録が必要になります

					キャリコンとはキャリアコンサルタンとのことで、労働者が自分らしく快適に働くのをサポートする専門の国家資格です。試験に合格してもすぐにキャリコンの業務を行うことができるわけではないので注意しなければなりません。この仕事に就くには国から指定された機関に申請して名簿に登録する必要があります。申請書や試験の合格証の写しなどの書類を提出し一定の手数料を支払います。国から指定を受けた機関は、申請書類に基づいて要件を満たしていることや欠格事由に該当しないことなどを確認・審査します。問題がなければ名簿に指名が記載され登録証の交付を受けることができます。キャリコンは労働者の不安や悩みと向き合い、将来の方向性を明確にするのが主な仕事です。具体的なビジョンを持ちながらも実現の手段に悩んでいたり、日々の業務に追われて漠然と不安を感じている人たちがいます。キャリコンは各労働者の悩みや性格、経歴や興味などを総合的に考慮した上で最適なプランを提案します。
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							著者：島田義忠

							筆者プロフィール

							山梨県甲府市生まれ。
キャリアコンサルタントとして数多くの転職を成功に導く。
自分の経験を基に、キャリコンについて記事を書きました。

キャリアコンサルタント オンライン
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					キャリコンに関する情報サイト

					キャリコンの基礎知識

				

				
					このサイトでは求職者と企業を結ぶお仕事としてキャリコンを目指したい方や、自身のキャリアアップのためにサポートを受けてみたいという求職者を対象に、基本的な情報や知識について解説するコンテンツを提供しています。様々なカテゴリーで業界再編が相次いでいる中でグローバルな世界で活躍できる人材が求められている昨今、これらの情報を活かして隠れた才能を開花させたり、やりがいのあるお仕事を見つけるための一助になれば幸いです。

				

				
					管理人：島田義忠
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